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「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
（
昭
和
四
九
年
度
版
～
現
在
の
光
村
図
書
）
に
は
、
 
 

多
く
の
先
行
研
究
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
の
前
身
 
 

で
あ
る
「
白
い
馬
」
（
昭
和
四
〇
～
四
人
年
度
版
の
光
村
図
書
）
や
、
こ
れ
 
 

ら
大
塚
勇
三
氏
に
よ
る
再
話
の
原
形
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
「
馬
頭
 
 

琴
」
、
さ
ら
に
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
・
「
白
い
馬
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
 
 

本
を
含
め
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
、
「
ス
ー
 
 

ホ
の
白
い
馬
」
を
こ
れ
ら
と
比
較
し
、
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
を
総
合
的
 
 

に
分
析
し
た
。
 
 
 

絵
本
と
の
比
較
か
ら
、
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
で
の
（
ス
ー
ホ
）
と
（
白
馬
）
 
 

の
お
互
い
を
思
う
気
持
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
か
ら
読
み
取
る
必
要
が
 
 

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
「
白
い
馬
」
と
の
比
較
か
ら
、
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
 
 

で
は
「
白
い
馬
」
以
上
に
（
ス
ー
ホ
）
と
（
白
馬
）
の
呼
応
が
豊
か
に
表
現
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
「
馬
頭
琴
」
と
の
比
較
か
ら
、
（
ス
ー
ホ
）
や
民
衆
の
（
と
の
さ
ま
）
 
 

へ
の
怒
り
や
（
白
馬
）
を
失
っ
た
悲
し
み
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
た
。
こ
れ
 
 

ら
の
こ
と
か
ら
、
（
と
の
さ
ま
）
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
感
情
は
（
ス
ー
ホ
）
 
 

や
民
衆
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
話
の
持
つ
口
承
文
芸
と
い
う
 
 

性
格
上
、
確
か
な
形
と
し
て
は
作
品
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
授
 
 

業
で
取
り
上
げ
る
か
否
か
は
教
師
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
題
に
も
 
 

関
係
し
て
く
る
た
め
、
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
児
童
に
対
し
て
当
時
の
 
 

民
衆
の
社
会
的
生
活
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
 
 
 

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
 
（
大
塚
勇
三
再
話
）
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